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放騰蕨甦理機能に及ぼす影響については既砧くはX線R・di・皿講の照嫉験が
あつたが，縮等は・・C・，・・P等の方文射胴位元勲凧・・既に第工報（ヲ融，西1⊥11956）に

おいて・・c。の蚕体内言細繍官への吸収状況に関する予備白勺研究を行い，つづいてこれらの放

身姓同位元素の翻の蒲及び繭細乏びに血球への影響を研究し備生ダト3名1956），さらに

45Ca及び32Pの水溶液を蚕児べ経口的注入を行つた結果，血球数が著しく減少し，ことにその影

饗は噸血球中特に原白鰍と才鹸髄数儲しく減少し・しかも性別には雄蘇対する影響

が雌蚕より顕著であることを認めて瀦等（1959，1960）の第皿，y幸1受で辮艮した・

今回は経・的に注入された・℃・Cl，が蚕体内諸精によつて吸収され且つ排除されて行く）1犬

況を1956～’57の2力年に亙つて実験することが出来たから，ここにその概要を報告する。

　本研究は昭和32年度における放射線障害に関する女部省科学研究費の助成によつて行われた

ものであり，ここに付記して感謝の意を表する次第である。　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　∬　実　験　方　法

　木実験は1956，’57年秋，晩秋蚕期に飼育した長光×信和の第5齢5日目の蚕児を材料とし

て行つたものであるが，両年とも0，1％の45CaC12水溶液0・1ccを蚕り琶のrl腔内に注入したのち，

30分経過後72時間まで♀，♂別に蚕体を解剖して，血液，背脈管；，神経系統，生殖器，筋肉，

脂肪組織，気管系統，絹糸腺（前部，中部，後部糸腺），マルピギーe氏管，囲（b細胞，周気管

細胞等の体腔内諸器官並びに消食管（前腸，中腸前部，中腸中部，中腸後部，小腸，結腸前部’

結腸後部及直腸）及び皮属の各部を濾紙上に採取し，定温器で2日間乾燥し，まず乾物量を秤

量しGeiger－Mtiller計数管によつて，1分間内における放射線量（c・P・m）を測定し乾物母19

当りに換算した。但し血液の場合は0．1ccについて測定した。尚本実験において蚕児のPi　ll2i’内
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に注入した45CaC12液（RI液）の0．1ccは1956年の場合は2．　OOO±41　cpmを示し1957年には

1，320±13cpmを示していた。

　尚RI液の注入をうけた蚕児は，その半数は絶食のまま保護し，残りの半数は4時闇毎（1

日6圓）の給桑を続け乍ら72時闇目まで下記の通り15回の測定を行つた。

　RI液口腔内注入後：30分，1，2，3，4，5，6，8，10，12，18，24，36，48及び72’

時間目の15回。

　尚1956年行つた第1圓実験結果は，翌1957年行つた第2回実験結果とほぼ岡傾向であe）　，し

かも予備的であつたので今回は後者の実験結果のみを報告することにした。

皿　実　験　結　果

　〔第1〕　食桑中の観察

　本実験は前記の通り雌雄別に行われたが，その結果において♀，3とも殆ど同様の傾向を示

したので記載を簡略にするため，すべて♀，6平均の成績を記した。まずR工液を口腔内に注

入後，凡そ4時間毎に給桑しつつ食桑中に測定した各器官の放射線計測値を表示すると第1表

の通りである。

第1表食桑中各器官の放射線計数値（その1）　　　　単位cpm

編繭避迎血　小幡系統背’・略i鱒系釧生殖劉筋　肉
30分

1時開

2

3

4

5

6

8

10

12

18

24

36

48

72

950．0

1150．0

1000．0

3500．0

1200．0　　　　　　5000．0

1300．0

1300，0

1300．0

1700．0

1700．0

1550．0

1450．0

1450．0

1500．0

1350．0

1400．0

1200．0

5000．0

4750．0

4500．0

4500．0

4250．0

3750．0

3500．0

3500．0

3500．0

3250．0

3000．0

3000．0

200．0

200．0

175．0

375．0

350。0

325，0

250．0

250．0

225．0

200．0

150．0

100．0

50．0

50．0

50．0

300．0

450，0

500．0

550．0

550、0

750，0

650．0

500．0

500．0

375．0

325．0

2ア5．0

2500

225．0

200．0

250，0

250．0

3ア5，0

500，0

500．0

750．0

750．O

lOQO．0

1QOO．　Q

ll25，0

1125．O

I125．　O

75．0

125．O

l90．0

1ア5．O・

191．7

200．O・

208．3

225．　0

250．　0

275．O・

266．7

250．O

・1　　　　’　　　　　°
875　0　　　　　　　287　5

875，0　　　　　　　287．5

8ア5．0　　　　 312．5

平均i1366・71・・33・・3　196・7　426・・7　758・・1　221・3

　以上の調査結果を総覧し，蚕体内各組織器官の4SCaの吸収量，吸収速度及び排出状況を比較

すれば次表のように区別される（第2表）。

　以上の成績に徴し，食桑中蚕体諸器官の乾物1g当のRIの最多吸収量及び平均吸収量が比較

的多い器官は神経系統，血液，生殖器，気管系統，前腸，背脈管，周気管細胞，筋肉，囲心細

胞，マルピギー氏管，中腸（後）及び脂肪組織の順であり，特に神経系統のR工の吸収は著しく

多く，これについで面夜，生殖器及び気管系統である。これ等の器官中RIを比較的速く吸収

して永く保有する器宮は神経系統，血液及び中腹（後部）であり，又RIの吸収はやや遅いが
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第i表　食　・桑　中　各　器　官　の

＼器官
　　　

経魎＼
11寺「｝刊　　＼

マルピギ

ー氏管

月方IJ旨糸［L糸哉 囲心・系田月包
周気管

細　　胞

絹　　　　糸　　　　腺

肩il・嵜1～弄ミ腺 中醗腺i中醗腺降音㈱

30　分
　1［l！ゐ「｝瓢

　2

　3

　4

　5

　6

　8

J「o．　0

100．0

100．0

125．0

175．　0

275．0

150．O

l50．0

12．5

31．7

50．0

75．0

83．3

125．0

135．0

166．7

50．0

125．0

175．0

175．0

200．0

200．0

200．　0

250．O

100．O

l50．0

200．0

225．0

250．0

275．0

300．0

300．0

37．5

105．0

8ア．5

100。0

125．Q

lOO．0

100．0

112，5

23．8

51．7

56．7

80．0

100．0

112．7

123．8

118．8

10．0

21．4

22．5

52．8

56．7

85。4

100．0

100．0

14．6

21，1

22，5

35．4

46．4

56．3

55．0

55．0

10 150．0 200．0 250．0 300．0 87．5 100．0 92．5 55．0

12 300．O 212．5 250．0 350．0 75．O 96．9 85．0 55．O

18 225．0 237．5 250．0 350．0 62．5 92．5 82．9 50．0

24 200．0 229．2 300．O 325．0 37．5 91．7 74．2 50．0

36 175．0 212．5 300．0 300．O 37．5 95．5 ア1．1 45．8

48 150．0 216．7 250．0 300．0 25．O 92．0 72．5 36．7

72 125．0 200．0 250．0 250．0 25．O 92．5 70．0 35．0

平　均 163．3 145．8 215．0 265．0 74．5 88．6 66．5 　　　　42．3

　　　　　　　　　　　　　　　第2表　　食　　桑　　r抑　　各　　皆旨　　1等　　｝こ　　才s　　レナ　　　る

〔A〕食葉中RIを永く保有する器官

劃器官名

速

い

？・申　　経　　系　　糸充

血　　　　液

中　　　臼易（後）

rl1音呂弄ミ1涼（甫↑丁）

中部糸腺（後）

・子愛　　音1～　ラ字ミ　腺

遅隠気響細誰

　　　　筋　　　　肉

　　　　巨釘　　，L、　糸田　　E包

　　　マルピギー氏管

　　　　11旨　11方　糸日．．添哉

い
　　　　皮　　　　膚

最　　多

吸収量

　cpm5000

1700

288

124

100

　　56

1125

350

313

300

300

238

　　53

之に達す

る1聯閻

蒔間
　2

　6

　6

　6

　6

　5

12

12

72

24

12

18

24

平　　均

吸収量

　cpm3733

1367

150

　　89

　　67

　　42

758

265

221

215

163

146

31

覆有猛旨1，“讐1窒 対最多吸収量

保有率

　cpm3000

1200

175

　　93

　　70

　　35

875

250

313

250

125

200

37

　cprn　　　　　　％
28．6　　　　　60．0

7．6　　　　70．6

1，7　　　60．8

0．5

0．5

0．3

4．2

1．7

0．0

1．0

2．9

2．6

0．3

75．0

70．0

62．5

77．8

71．4

100．0

83．3

41．7

84．』 O

69．8

131…　i土■1　率

　　　％

0．57

0．45

0．59

0．40

0．50

0．54

　0．37

・0．48

　0．00

　0．33

　0．96

　　1．09

　0．54
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放　射　線　計　数　値（その2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　cpm

消　　　　　　　　食　　　　　　　管

前　　腸

341．7

462．5

318．8

225，0

162．5

50．0

50．0

50．0

50．0

50．0

50．0

50．0

37．5

25．0

20．8

129，6

中　　腸
（前）

20．8

61．4

106．3

100．0

87．5

79．2

62．5

50．0

50．0

33。3

35．4

25．0

25．0

20．8

20．8

51．9

中㈲腸 蛹縺j腸

20．8

55，0

70．8

150．　O

l50．O

lOO．0

100．0

83．3

58．3

58．3

31．3

29．2

25．0

16．7

12．5

164・・1

　9．2

11．3

20．8

33．3

112．5

133．3

287．5

266．7

225．0

200。0

200．0

200．0

187．5

187．5

175．0

150．0

小　　腸

50．0

91．7

100，0

100．0

125．0

175．0

162．5

200．0

125．0

100．0

62．5

50．0

50．0

25．0

20．8

95．8

結　　腸
　（前）

25．0

25．0

29．2

50．0

50．0

50．0

50．0

83．8

200．0

162．5

100．0

50．0

50．0

41．7

25．0

66．1

結　　腸
　（後）

37．5

50．Q

50．0

50．0

50．0

83．3

100．0，

112，5

150．O

lOO．0

100．0

58．3

37．5

25，0

20，8

68．3

直　　腸

14．6

25．0

41．7

50．0

50．0

50．0

62．5

87．5

125．0

175．0

62，5

50．0

50．0

50．0

37．5

62．1

皮　膚

3．3

5．6

6．4

22．5

26．1

28．6

34．5

37．1

40．1

42，7

45。8

52．8

43．6

41．7

37．1

31．2

RIの吸収，保有及排出
　　　　　　　　　　　　　〔B〕　食藥中RIを速く排出する器官

吸
収

速

度

速

い

遅

い

器　官　名

気管系統
前　　　腸
背　脈　管
中　　腸（中）

前部糸腺
中　　腸（前）

結　　腸（前）

小　　　　腸

直　　　腸
最誓　　　　　　　月易（後）

最　　多

吸収量
cpm
750

463

375

150

125

之に達す

る【1督間

平　　均

吸収量

時間　　　　cpm
5　　　　427

1　　　130

3　　　197

3　　　　64

4　　　　75

1°6i　　2　　52
200

200

175

150

10

8

12

10

66

96

62

68

最　　終

保有最
cpm
200

21

50

13

25

21

25

21

38

21

1時闇内

排出1量

対最多吸収董

保有率
cprn　　　　　％
8．2　　　26，ア

6．2　　　　4．5
　　　り
4．7　　　13，3

2．0　　　　8．7

1。5　　　20，0

1．2　　　19．8

2．8

2．8

2．3

2．1

12．5

10．5

21．7

14．0

排幽率

　％
1．09

1．33

1．26

1．33

1．20

1．13

1．40

1．40

1．31

1．40

（備考）　1）　平均吸収；量は実験開始後72時開に至る毎回の放射線計数1直を合計し総回数（15）にて除し

　　　　　たる1直である。

　　　　2）　最終保有量は7211寺間目に保有していた計数値である。

　　　　3）　1時間内排出量は最多吸収量に達した後，72時間までの時間で最多吸収量から最終保有

　　　　　量を減じた残りを割つた値である。
　　　　4）　保有率は最終保有量を最多吸収量にて，叉排出率は1時闇内排出最を∫段多吸収量にて，

　　　　　それぞれ除してユ00を乗じたもの。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表絶食中各器官の

　　　器官

o過
梭ﾅ

血　　液神経系統 背脈管
気管

@　生殖器
n統

筋　肉
マルピ

M　ー
＝@管

囲心 周気管　絹　　　糸脂肪

g織 細胞細 胞蝋線醗
　　30分

　　　1時間．

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　8

　　10

　　12

　　18

　　24

　　36

　　48

　　72

平　　均

1．300．O

l．650．0

1350．0

1250。0

1050．0

950．0

750．0

650．Ol

650．0

550．0

600．0

5500

1，QOO．0　200．0

　　　●　　　1　　　　　　　　　　　　　●

600．0　　5000．0

600．0　　5QOO．0

600．0　　5QOO．0

873．3　　5050．0

550、0．0

5250．0

60QO．0

5250．0

5250．0

5500．0

5250．0

5500．0

5500．0

5500．0

52500

275．0

175．0

400．0

375．0

425．　0

200．0

250・．0

275．0

200．0

1．25．0

1．25．0

50．0

50．0

50，0．

211．ア

35°・°P25Q・0

575．。15G。，。

　　　　1

450．Ol　250．0

550．0　750．0

6°°・° ﾉ5°・°

775・0P75Q・O

　　　　　l625．0700．0

525．0　750．0

325．0　625．0

325．Q　625．0

275．0　625．0

250．0　625．O

ll9：ll；ig：1

25。．。i625．。

433．31608．3

　　　　1

　79．2　　50，0　　14．6　　50．0　10σ．0

116．7　100．0　　25．0　100．0　15Q．0

156．3　125．0　62．5　68．8225．．0

220。8　200．0　100．0　　75．O　l，50．「0

220．8　275．0　　95．0　200．0　250．0

200．Q　425．0　187．5　375．0　325．0

200。0　175．0　137．5　225．0　225．0

225．Q　225．0　　95．0　125．0　225．0

208．3　325．0　150．0　375．0　575．0

212．5　525．0　208．3　325．0　500．0

200．0350．0　179．2　125．0　15σ．0

212．5　375．0　125．O　l50．0　175．0

200．0250．0　79．2　125，0　175．0

200．0　225．0　　58．3　125．0　　75．0

20Q．0　175．0　　45．0　　50．0　　37．5

190．1　253．3104．l　I66．3222．5

　37．5　　1ア。5

112．5　　62．5

112．、5i　65，0

1612．．5　　ア9，2

150．0　140．3

112．5　122．2

112．5　111．3

100噛0　　105，0

112．5　　95．8

　87．5　　91．3

　75．0　　95．0

　87．5　　82．5

　87．5　 84．3

　50・．0　　　79．0

　50．0　　ア5，0

　96，フ　 87．1

　　　　　　　第4表　絶　食　中　各　器　官　に　お　け　る　R　I

〔A〕　絶食中RIを永く保有す．る器官

吸収速度

器　　官　名
最　　多

z収量

之に達する

栫c　　閻
平均吸収量 最終保有蚤

対最多吸収量1時間内

r　禺　量 保碑1捌・牌
r

速

い

宇申　　経　　系　　糸充

生　殖　　器’

申部糸腺（前）

cpm
6000

750

140

時間
　　3

　　3

　　4

cpm
5050

608

　　87

cpm
5000

625

　　75

cpm
14。5

1．8

0．9

　　％

83．3

83．3

53．．5

　　％

0．24

0．24

0．64

遅

い

r一トl　　　fi易（後）

筋　　　　肉

中部糸腺（後）

後部糸腺
皮　　　　膚

262

225

91

66

54

　6

　8

　5

　5

12

126

190

59

37

30

108

200

63

35

28

2．3

0．4

0．4

0．5

0．4

41．2

88，9

69．2

53．0

51．9

0．88

0，18

Q．44

0．76

0．74
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放射線計数値　　　．　　　　　　　　　　　単位cpm
腺　　　　　　　　　　　　　　　　　　i肖　　　　　　　　　　　　　　食　　　　　　　　　　　　　　催苧　　　　　　　　　　　　　　　皮

1，Ll音i～弄ミ

H牙ミ（で麦）

9。2

13．5

31．0

56．3

65．0

90．6

70．8

79．6

71．8

6ア．0

70．2

63．3

65．4

62．5

63．2

58．6

f麦音1～弄ミ糸泉　　諦f∫　　珂易

14．6

11．5

11．3

25．0

50．0

66．3

58，3

46．4

46．4

43，8

45．0

36．7

35，0

35．0

35．0

37．4

375．0

475．0

325．0

1ア5．0

125．0

37．5

50．0

50．0

50．0

37．5

37，5

37．5

25．0

25．0

25．0

123．3

1「1前野

20．8

50、　0

93．8

125．0

87，5

79，2

83．3

66．7

62，5

41．7

50，0

31．3

37．5

37．5

37．5

60．3

lFl，劇町後劉

36．7

50．0

77．5

162。5

275．0

129．2

83．3

78．8

70．8

75．0

50．0

50，0

50．0

37．5

12，5

82．6

10．4

　　9．2

18．3

41．7

75．O

lO8．3

262．5

231．3

213．3

200，0

1ア0．8

162．5

137．5

137．5

108．3

125．8

小　腸
i－－

oil，Si，．／h’：算附後劉一一．　FSiI

50．0

75．0

43．8

ア5．0

75．0

100．0

112．0

100．0

62．5

83．3

45．　0

37，5

50．0

50．0

25．0

66．3

25。0

37．5

43．8

100．0

100．0

100．0

112．5

125．0

で12．5

50．0

50，0

37．5

37．5

25．0

50，0

62，5

75．0

90．0

98．3

127．5

75．0

50，0

50，0　　　　　　50，0

50，0　　　　50．0

37．5　　　　25．0

25．0　　　　25．0

67，9　　　　58．6

直　腸　　膚

16，7

25．0

37，5

37．5

41．7

50．0

62．5

58．3

81。3

125．0

50．0

37．5

25．0

20．8

16．7

45．7

3．9

　6，5

8．0

27．4

27．6

30，6

38．9

34．7

38．9

54，4

40．8

28．5

33．3

33．2

27．8

30。0

の吸収，保有及排出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔B〕　絶食中RIを速く排｝⊥1する器官

吸
収

速

度

速

v、

器　官　名

1而L　　　液

前　　　　腸
目コ　　　　Il易（「－ii）

了￥f　音1～　糸　　月牙ミ

itl　　　、月易（＿IL4目tj）

遅

い

「気管．、．孫統

　ノ司交て管’系田月包

陶牢簾デ髪鴛

　匪i　’巳・　糸田　　川包

　II旨　川方　糸目．宗哉

　宗占　　　n易（後）

　宗吉　　　　　月易（AロFlil）

颪　　　　腸

小　　　　腸

最　　多

吸収量
cpm
1650

475

275

163

125

　　　　　775

　　　　　575

　　　　　525

’　二　425

　　　　　375

　　　．．208

　　　　　128

　　　　　125

　　　　　125

　　　　　113

之に達する
　　　　　　　　　　平乙士勾1吸叫冥tr：Ll

時　　　間

時間
　　2

　　1

　　4

　　3

　　3

　5

10

12

　5

　5

12

10

　8

12

　6

cpm
873

123

83

97

60

433

223

253

212

166

104

59

68

46

66

最終保有量

1　11寺r晋亙　lts　　　　雲寸最多1憂更躍只量

1排．出　　量1保7flj’率

cp「n
600

25

　13

50

38

250

38

175

50

50

45

25

25

17

25

cpm
15．0

6．3

3．9

1．6

1，3

7．8

8．7

5。8

5．6

4．9

3．1

L7
1．6

1．8

1．3

　　％

36．0

5．0

4．7

30．7

30，4

32．3

6．6

33．3

11．8

13．3

21．6

19．5

20．O

l3．6

、　　22．1

’t；jli　LI二i　率

　　％

0．90

1，32

1．41

0，98

1．04

1．00

1，51

1。10

1，32

1．31

1，49

1．33

1．28

1，44

1．15
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永く保有するものは生殖聡，周気管細胞，筋肉，囲心細胞，マルピギー氏管及び脂肪組織等で

ある。

　これに対し，RIの吸収速度は比較1杓速いが，排出速度もかなり速い器官は気管，前腸，背

脈管等である（第1～10図）。

　又食桑中消食管各湖1へのRIの吸収状況は蚕体の後方に至るに従つて，最多吸収量に達する

時間は当然長時間を要するわけであるが，前腸部は別として，中腸以後の各部について観ると

概して中腸後部における吸収量が比較的多くかつ永く保有される傾向が明らかである。尚消食

管のその他の部分ことに後腸部の各部はRIの吸収も比較的遅いが，排嵐は一般に速い傾向が

窺われる。

　次に食桑中，絹糸腺へのRIの吸収状況は各部とも吸収量は割合に少いが，概して吸収速度

は速く，そのうち中部糸腺と後部糸腺においては比較的永く保有される傾向がある。

　又皮膚へのRIの吸収は着手後30分間で既に僅に吸収されるが，凡そ24rl寺間にして最多量に

達し保有率も高いが，吸収の絶対量は極めて少い。

　尚筋肉の食桑中におけるRIの吸収状況は本実験の範囲内（7211寺間迄）では増加の一方であ

り（第7図），又マルピギー氏管においては5時間目と12時…聞目の2回に最多量（peak）を示

し，極めて特徴ある様相を示している（第6図）。

　〔第2〕　絶食中の観察

　第5齢5日目の蚕児口腔内にRI液を注入後終始絶食状態のもとに保護しおき，72時間圏ま

で毎回測定した各器官の放射線計測値を表示すれば第3表の通りである。

　以上の測定結果を通覧し，蚕児絶食中，各組織，器官のRIの吸収量，吸収速度並びに排出

状況を比較検討し次の結果を得た（第4表）。

　以上の成績から見ると，絶食中蚕休諸器官の乾物1g当のRIの最多吸収量及び平均吸収量

が比較的多い器官は，神経系統，血液，生殖器，気管系統，前腸，マルピギf・一一氏管，周気管細

胞，背脈管，囲心細胞，中腸（後），筋肉，1棚易（中），脂肪組織の順であり，就申，神経系統に

よるRIの吸収は著しく多く，これについで血液，生殖器及び気管系統である（第1，2，3

4図）。これ等の器官中RIを比較的速く吸収し，しかも永く保有する器官は神経系統及び生殖

器等であり，又RIの吸収はやや遅いが比較的永く保有するものは中腸（後）と筋肉等である

（第1，3，11図）。これに対し，RIの吸収速度が比較的速く，しかもその排出速度もかなり

速い器官は血液，前腸，中腸（中）及び中腸（前）等である。

　又絶食中消食管各部へのRIの吸収状況は前腸部は別として，中腸以後の各部のうち，ひと

り中腸（後）のみは食桑中と大差なく，RIの保有率がやや高いように見え（第11図）その他の

部分はRIの排出が概して速いようである。

　次に絶食中，絹糸腺へのRIの吸収状況は食桑中とほぼ同じ傾向を示し，前部糸腺のほか，

中部糸腺と後部糸腺とは概してRIの保有率が割合に高いようである。

　絶食中における1血L液は比較的早く最多吸収量に達するが，その後急に減少し，8～10時開で

凡そ36％位に達し，その後殆ど変化なく600　cpmを維持している。・又生殖器及び筋肉では凡そ

3時間位で最多吸収量に達し，その後は著しい変化なく80～90％の保有率を維持している。

　次にマルピギー氏管は絶食中においては食桑中より吸収速度も大きく絶対吸収量を増すが，

食桑中と同じく5時聞同と12時間目とにおいて，2回のpeakを示している（第6医1）。叉周気
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管細胞・囲心細胞及び脂肪組織の3者は絶食中はRIの吸収及び排出の状況がマルピギー氏管

と殆ど相似の様相を呈し5時間目と10～12時聞目とに於て2回のpeakを示している（第8，9

ユ0図）。

　〔策3〕　食桑中と絶食中との比較

（1）各器官のRI吸収量

　全器官の平均吸収量を平均して食桑中と絶食中のRI吸収量を比較すると食桑中369cpmに

対し絶食中394cpmを示し僅に絶食中が多く，又最多吸収量の平均を見ると食桑rl・T　550cpmに対

し，絶食中593cpmを示し，これまた絶食中の方が最多吸収量においても概して多い傾向がある。

　尚各器官毎に食桑中と絶食中とのRIの平均吸収量を対比すると次表の通りである。

第5表各器官の平均吸収量　　　　　　　　単位cpm
食　　桑　　中〉系色　　食　　rl1

器官名1食桑申i絶食中

血　　液

生殖器
筋　　肉
脂肪組織
囲’［〉糸田月包

周気管細胞

中　腸（後）

小　　腸
直　　腸

1367

758

221

146

215

265

150

％

62

873

608

190

104

163

223

126

66

46

食　　桑　　「卜犀く系色　　食　　中

器官名1食桑中絶食中

神経系統
マルピギー氏管

中　　　囲易（中）

前部糸腺

3733

163

64

75

1　5050

　253
1　　83

　　97

食桑ll1≒絶食中

器宮矧食桑帽鹸中

背　脈　管

気　　　管
中部糸腺（前）

中部糸腺（後）

後部糸腺
前　　　腸
中　　腸（前）

最lr　　”易（前）

縞1f　　　ll易（後）

皮　　　膚『

197

427

89

67

42

130

52

66

68

31

212

433

87

59

36

123

60

68

59

30

第6表各器官の最終保有量　　　　　　単位cpm
食　　桑　　rLi＞系色　　食　　中

器官名食桑中1絶食中

血　　液

生殖器
筋　　肉
囲心細胞
周気管細胞

fi旨Jj方糸田月包

中部糸腺（前）

中　腸（後）

直　　腸

1200

875

313

250

250

200

93

175

38

600

625

200

50

38

45

75

108

17

食　　桑　　rPく＄色　　食　　中

器官名隊中陣食中

神経系統
マルピギ・…氏管

中　　腸（前）

前部糸腺

3000

125

21

25

5000

175

38

50

食i桑　中≒i絶　食　中

器官名餓・小色餌

背　脈　管

気　　　管
中部糸腺（後）

後部糸腺
前　　　腸
中　 腸（中）

小　　、腸
結　　腸（前）

結　　腸（後）

皮　　　膚

50

200

70

35

21

13

21

25

21

37

50

250

63

35

35

13

25

25

25

28

　第5表の成績から見ると，気管系統，背脈管，絹糸腺，消食管の大部分及び皮膚などは食桑中と

絶食中とによりRIの吸収量に大差はないが，血液，生殖器，筋肉等の諸器官や直接闇接に栄
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養作用に関連のある中腸（後部），脂肪組織，囲心細胞，周気管細胞などは一般に食桑中にお

けるRIの吸収量が多い傾向がある。しかし神経系統，マルピギー氏管などどは却て絶食中の

吸収量がまさつている（第1～11図）。

（2）各器官のRI保有量

　蚕体内各器官のRIの最終保有量を食桑中と絶食中とについて比較すれば第6表の通りであ

る。

　この表に明かなとおり，RI吸収量の最も多い神経系統は絶食中の方が最終保有鷺が著しく

多く，これに対し，血液，囲心細胞，周気管細胞，脂肪組織，筋肉及び生殖器等は食桑中にR

I保有量が多い傾向が見られる。

⑧　各器官のRI排出速度

　蚕体内各器官のRI排出率を食桑中と絶食中とについて比較すれば第7表の通りである。

第7表各器官のRI排出率　　　　　　　単位％

食桑中〉絶食中

器官名食桑中絶食中
利1経系糸充

生　殖　器

前部糸腺
中　　川易（禅∫）

小　　　腸

0．57

0．37

1．20

1．13

1．40

0．24

0．24

0，98

1．04

1．15

食　桑　中く絶　食　中

器宮名1食桑中【絶食・L

lflL　　　液

マルピギー氏管
∫1旨　月方　糸［L　宗哉

囲　心細胞

周気細胞
中部糸腺（前）

後部糸腺
中　　腸（後）

・．45「・・9・

　　　0・9611・10
1．09　i　　l，49

　　F
°・33 g1・31
0．48　1　　1．51

°・4° 堰求E64

　　　0．760．54

0．59　　　　0，88

食桑中＆r絶食中
｛惜宮名隊中1中絶食

背　　脈　　管

ノ・，　　　　　　　f！一’e；

；xL　　　　　偽

筋　　　　肉

ri，T部糸腺（後）

前　　　　腸

中　　腸（中）

結　　腸（前）

結　　腸（後）

晦　　　　腸

皮　　　　膚

1。26

1．09

0．00

0．50

1．33，

1．33

1，40

1，40

1．31

0．54

1．32

1．00

0．18

0．44

1．32

1．41

1，28

1，33

1，44

0．74

　上記の結果から見ると，背脈管，気管，筋肉などは食桑中9も絶食中も1頃向は殆どかわりがな

いが，血液，囲心細胞，周気管細胞，脂肪組織及びマルピギ・一一氏管などでは絶食中の方が概し

て排出率が多い。これに対し，神経系統，生殖器などは食桑中の方が僅に捌拙率が多いようで

ある。

N　摘　　　　　要

　本研究の成績により，第5齢蚕児のrl腔中に注入されたO．1％　45CaCIL，水1容液（0．1cc）が食

桑巾又は絶食中の蚕体内諸器官により，いかに吸収かつ排出されるかを観察した結果の概要を

摘録すれば次の通である。

　1）45Caの吸収量の比較的多い器官は神経系統，血液，生殖器及び気管等である。

　2）4℃aの吸収速度は消食管を別とすれば，Il田夜，神経系統，生殖器，背脈管，気管等が比

較的速く，殊に食桑中より絶食中に初期の吸収量が多い傾向がある。

　3）　食桑中及び絶食中とも，4SCaを永く保持する器官は神経系統，」血L液，生殖器及ひ筋肉等

である。
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　4）　食桑申及び絶食中とも，4SCaの排出速度が割合に速い器官は背脈管，気管及びマルピギ

ー氏管等である。　　　　　　　　　　　　　・

　5）　食桑中45caの保有率比較的高く，絶食中にはその排出率が商くなる器官は1血液，周気管

細胞，囲心細胞及び脂肪組織等である。

　6）　マルピギー氏管は食桑中より絶食中に吸収量やや多いが，何れの場合でも5時聞目と12

時間目頃に2回のpeak最高値を示している。

　7）　中間代謝器官としての囲心細胞，周気管細胞及び脂肪組織は食桑中は筋肉と同じく放射

能の保持型を示しているが，絶食中はマルピギー氏管と相似の様相を呈し，5時闇及び10～12

時間目頃に2回のpeakを示している。

　8）　消食管のうち前腸はこれを除外して他の各部を比較するに，中腸後部は食桑中及び絶食

中とも，4SCaの吸収量比較的多く，かつ保有量が最も多い。

　9）　絹糸腺は“Caの吸収量は比較的少いが，そのうち前部糸腺と中部糸腺（前部）とは吸収

量比較的に多く，尚中部糸腺は概して保有量がやや多い傾向がある。

　10）　皮膚は4SCaの吸収量最も少く，口腔注入後食桑中は24時間で最多吸収量（53　cpm）に達

するが，絶食中は12時間で54cpmに達する。
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Summary

　　　The　authors（1957，’58）already　reported　t1ユat　the　radio＿isotopes　administered　through

the　mouth　of　the　silkworm　are　seemed　to　be　quicldy　absorbed　into　blood　within　5　minutes

or　so，　and　the　amount　of　isotopes　absorbed　attains　the　Inaximal　activity　within　3－6　hours

after　adrninistration，　and　then　it　would　be　gradually　transferred　to　several　tissues　or　organs

in　the　hemocoel．　’

　　　The　present　study　was　carried　out　for　the　purpose　of　elucidating　the　degree　of　abso－

rption，　conservation　and　dlscharge　of　radio－active　Ca　in　the　several　organs　of　the　silkworm

larva　which　involve　blood，　nervous　system，　sexual　organ，　trachea，　dorsal　vesse1，　muscles，

Malpighian　vessel，　pericardial　cells，　peritracheal　cells，　fatty　tissue，　silk　gland，　alimentary

canal　and　lntegument．
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・．
she　exp・・im・ntal　w。・k・．甲ere　ca・ri・d・ut・n且・・m・l　fifth・t・g6．1・・va・n　whi・h

。kperim・nt，　b。th・exes・f・11kw・・m・w・r’e　respecti・・ly・dmini・t・・ed　w三th　O・1cc・f．’0・1％

4sCaCI2　water　solution　through　the　瓢outh．　After・the　treatrr！ent，．the　worms　were　reared

i。tW。。lasses　a・f・ll・w・，　i．・．（1）feedi・g・・nditi・n・（2）fasti・g・。・diti…Each・rgan°f　the

、ilkw。，m　w・・dissect・d・ut・n　・　filter　p・pe・　4・d　d・y　m・tt・・s・f　t垣…g…Were．weighed

and　the　radio－activity　of　samples　was　measured　by　using　tlie．　GeigeトM輯er．counter．

　　　　　Th，、e　expe・im・・t・w・・e　repeat・d　15　tim…neach・lass…ip9蝋eri・1・whi・h　were

t。ken　f，。m　30　mi。。t・・t・． P，2，3，4，5，6，8，10，12，18，24β6，48・・d　72　h…saft・・admi・i・t・a・

tioロof　radio－Ca．

　　　　　It　h。，　been・h・w・by　these　expe・img・t・th・t　thg　d・gree・f・br・・pti°n・c°nse「vati°n

・nd　discharg・・f・・C・by・h…g・…f・h・・Ilkw・・畑「e　much　liable　t⑳゜th　the．ゆds°f

organs　and　the　feeding　or　fasting　conditions・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
（、）The　ab…pti…f・adi・－C・by・isce・al・・g・n・． @　’．　幽1
　　　　Th。　m。、t，apid・b…pti…at・h・・b・en・h・wn　by　bl。・d　in　either　case　especi・11y　i・t11・

f、、ti。g，・nditi・n．　Th・…v。・・sy・t・m　g・…ally　t・ke・・p　the　l・・gest．・m…t・°f　45Ca

。，，y　q。i、kly・・d　b1。・d，　sex・・1。・g…d・rsal　vessel　and　t・ach・a　et・・L@f°11°ws　su・cessively

　　in　this　order，

（2）The　conservation　of　radio－Ca　by　visceral　organs

　　　　Th。1、，g，・t・m・u・t・・f　radib－C・W・・e・…合・v・d　by　nerv・・s・y・tem・bl°°d・sexual°「gan・

　　and　muscles　i且either　conditioぬ．

（3）Th・disch・・g・・f　radi・－C・by・isce・a1・・gan・　　．　．　　　．

　　　The　largest　quantity　of　radio℃a　has　be奄n　discharged　by　dorsal　blood　vessel・trachea

　　and　Malpighian　vessel　in　either　conditiQn。

㈲D・・bl・peaks。f・b・・rpti・1・…v・by　th…g・…fi・termediate　metab°lism

　　　It　was　confirmed　that　Malpigllian　tube　generally　indicates　the　double　pealくs　of　amQunts

　　of　radio＿Ca，　first　shows　at．5　hours　and　secondly　at　12　hours　after　administratioll　with

radiQ＿calcium，

　　In　cases　of　pericardial　cells，　peritracheal　ceUs　arld　fatty　tissue，　the　absorbed　amOunt

of　radio＿Ca　gradually　increased　and． 窒?≠モ??п@the　largest　amount　at　12－24　hours　and　apPe－

ared　much　conservative　in　the　feeding　condition　like　muscles．　But　in　the　fasting　condi亡ion．

these　tissues　showed　double　peaks　of　amount　like　Malpighian　tubules，　within　5　to　12

hours　after　adrniniStration　of　radio－calcium．

C5）　The　absorption　of　radio－Ca　by　alimentary　canal

　　　Though　the　adherent　amount　of　radio－Ca　in　fore－intestine　is　generally　larger　than　other

P、，t、・f　digestiv・t・act，　th・・eal・b・。・pti。・w・・1d　b・・h・w・i・mid－i・testine　esp・・i・11y　by

　　the　final　part．、

（6）　The　absorption　of　radio－Ca　bY　silk　gland　　・　　　　　　　　　　　　，．　　　、

　　　　Although　the　absorptipn　amount　of　yadioCa　by　silk　gland．　is　comparatively　small，．yet

　　the　middle　division　are　seemed　to　accumulate　it．somewhat　largely．．

（7）　The　absorption　of　radio－Ca　by　integurnent

　　　　Though　the　amount　of　radio－C’i　absorbed　by　the　body　wall　is　very　small，　yet　the　peak

　　has　been　shown　within　12　hours　in　fasting　condition　and　in　24　hours　in　feeding　case・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（FacultyρアTextile　and　Sericuttul’e，．Shinshu　University）
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